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 このたびの東日本大震災で被災された方々に心より御見舞を申し上げます。 

 日本科学教育学会では、被災された会員に対し、2011（平成 23）年度の会費を免除することといた

しました。 

 会費免除を申請される方は、下記の要領で、事務支局まで郵便・FAX・Ｅメールにてお知らせくださ

い。 

 申請期間は、2011 年 6 月 1日から 2011 年 11 月 30 日までです。 

 被災地の一刻も早い復興をお祈り申し上げております。 

 【東日本大震災による会費免除申請書】（様式自由） 

 申請書には下記の内容を記載してください。 

    (1) 氏名、住所、所属先、電話、メールアドレス 

    (2) 2011 年度会費免除を申請する旨 

    (3) 被災状況 

 備考 

    (1) 会費免除は 2011 年度会費についてです。 

    (2) 過年度未納分の会費は対象になりません。 

    (3) 2011 年度新入会員につきましても会費免除申請を受け付けます。 

 （※但し、入会金（￥1,000）はご納入いただきます） 

 

  【送付先】日本科学教育学会事務支局 

    〒602-8048 京都市上京区下立売通小川東入西大路町 146 中西印刷（株）内 

    FAX: 075-415-3662  e-mail：jsse@nacos.com 

 

 

 

 年会企画委員会では、年会参加者の利点と年会運営の負担軽減という双方の観点から年会論文集の電

子化に関する検討を行ってまいりました。 

 その結果、理事会の承認を経て、今回の年会では、年会論文集を電子化することになりました。 

 なお、プログラムや研究概要などが掲載されたものは紙媒体で印刷・配布を行いますが、従来の体裁・

様式を踏襲した年会論文集は電子ファイルでご提供いたします。 

 

・年会当日は、学会会場の見取り図、プログラム、発表題目・著者・研究概要（100～300 文字）が掲

載された「日本科学教育学会年会論文・要旨集」は、紙媒体で印刷・配布を行います。ただし、こ

の紙媒体には、個々の研究の論文は掲載されていません。 

・従来の体裁・様式を踏襲した年会論文集は、紙媒体での印刷・配布は行わず、電子ファイルでご提

供いたします。年会当日は、年会論文集の電子ファイルを格納した USB メモリを参加者の方にお配

東日本大震災による会費免除について 

年会論文集の電子化について 年会企画委員会 
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りいたします。 

・発表論文を事前（おおむね年会の数日前）に、参加費をご入金を頂いた参加申込者に限定した形で、

Web で公開いたします。年会 Web から参加申込を行い、参加費をご入金頂きますと、年会実行委員

会側で入金確認後に、URL とパスワードキーを電子メールでご連絡いたします。事前に発表論文を

お読み頂くことで、年会での議論が活性化することを期待しています。 

 

 

第 35 回年会 開催案内（第５次） 
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※最新情報は、年会 Web に随時掲載します。レター発行後も年会 Web の情報を更新していきます。こま

めにチェックしてください。 

 http://www.jsse.jp/jsseam/modules/note4/ 

※電力の需給状況等から、発表機器や空調設備等の利用の制限や発表形態の変更がある場合も想定され

ますことをご了解下さい。年会 Web や学会のメールマガジンでお知らせしますので、随時確認して頂

ければ幸いです。 

 

１．年会テーマ 

テーマ：次世代の科学力を育てる：社会とのグラウンディングを実現するために 

趣 旨：「次世代の科学力を育てる」というメインテーマは、現代の科学教育において重要課題で

あるため、第 33 回年会から引き継いでいます。今回の年会では、これまでの年会の成果

を踏まえて、「科学力」を社会全体に根付かせること（グラウンディング）を実現するた

めに求められる科学教育の諸要件について議論します。 

 

２．日程 2011 年 8 月 23 日（火）～25日（木）（３日間） 

 

３．会場 東京工業大学すずかけ台キャンパス 

  （〒226-8503 横浜市緑区長津田町 4259） 

  http://www.sok.titech.ac.jp/ 

 

４．主催 日本科学教育学会（後援：文部科学省（予定）） 

 

5. 年会実行委員会 

 

 ［委員長］寺野隆雄（東京工業大学） 

 ［委 員］吉川厚（東京工業大学）、楠房子（多摩美術大学）、森田裕介（早稲田大学）、 

   折田明子（慶應義塾大学） 

 

６．連絡先 〒226-8502 横浜市緑区長津田町 4259-J2-52 

  東京工業大学 知能システム科学専攻 

  寺野隆雄研究室 

  Tel/fax 045-924-5583 

  JSSE2011-admin@trn.dis.titech.ac.jp 

 

７．内容 

（1）シンポジウム 

・テーマ 

 非常時を乗り越えるための科学教育：いま東日本大震災から考える 

・趣旨 

 科学的リテラシーには、例えば OECD の PISA の枠組みでは、生活に関連する状況において科学の知
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識を活用する能力が含まれている。また、科学的な情報の検索や科学的証拠を解釈することで、適切

な結論を導き出す能力が含まれている。しかしながら、科学技術に関する多種多様な情報が社会に氾

濫するという東日本大震災の非常時において、一般市民の科学的リテラシーが十分に機能したとは言

い難い。科学教育は一般市民の科学的リテラシー育成を主要な目的としているが、その目的が十分に

達成されていなかったのである。現在の科学教育は再考を迫られており、非常時を乗り越えるための

未来の科学教育が構想されなければならない。 

 社会に流布する情報を読み解き、そこから適切な判断を行うことで自らの生活を営みという科学的

リテラシーを備えた一般市民を育成するために、科学教育はどうあればよいのだろうか。本シンポジ

ウムでは、自然科学、社会科学、科学教育の研究者を招き、過去から現在にわたる科学教育の長所や

短所を見極めるとともに、未来の科学教育の構想を議論する。 

・趣旨説明 

 ・吉田淳（愛知教育大学）：学会長として趣旨説明 

・司会 

 ・熊野善介（静岡大学） 

・登壇者 

 ・折田明子（慶応義塾大学）：非常時のソーシャルメディア 

 ・菊池聡（信州大学）：非常時の思い違いと批判的思考 

 ・隅田学（愛媛大学）：科学教育ならびに学会の立場から 

   ほか、非常時のシステム対応に関する登壇者を依頼中 

・指定討論者 

 ・出口弘（東京工業大学） 

 ・小川正賢（東京理科大学） 

 

（2）招待講演「科学教育研究セミナー」 

 特定の分野でアクティブに研究を進めている先生方をお招きし、会員向けに専門的なお話を聞かせて

頂く招待講演です。 

 昨年の学会賞受賞者でもある以下の 2名の学会員に、それぞれご講演頂きます。 

 

・大隅紀和（京都教育大学名誉教授） 

タイトル：科学教育と協力活動の「これまで」と「これから」 

概要：これまでの日本の科学教育と海外での協力活動、とくに初中等レベルの理科・数学教育を振

り返って、その成果を点検する。そのうえで、これからの望ましい科学教育と協力活動のあ

り方を考える。とくにネット社会、国際化の進展に対応するための方策を検討し、若い科学

教育研究者向けの提言をしたい。 

司会：武村重和（広島大学名誉教授） 

 

・吉岡有文（立教大学） 

タイトル：科学実践としての理科教育 

概要：理科教育の危機として、多くの生徒が、第一に、理科に興味・関心がもてない、第二に、教

科書から何を学んでいるのか、その意味と意義がわからないという問題、すなわち、理科と
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はそもそも何かということと、何のために学ぶのかという問題があることが述べられ、この

理科教育の危機は、理科教育に「科学実践」を導入することで回避されることが論じられる。

しかし、そのためには、学校観、学習観、科学観、理科の授業観の捉え直しが必要と考えら

れるとし、理科教育における「科学実践」を進めるための提案がされる。 

司会：稲垣成哲（神戸大学） 

 

（3）課題研究 

 

① テーマ：科学才能教育－児童生徒の多様なニーズに応じる科学教育の新展開－ 

趣旨：日本科学教育学会では、現在、特集「科学才能教育」が企画され、論文投稿の呼びかけが行

われています。本課題研究は、科学才能教育の日米の最前線を広く会員の皆さんと共有する

ことを目的にしています。米国より才能教育センターのキンバリー先生を招いて、センター

で開発された科学才能教育プログラムについてご紹介いただくと共に、日本で萌芽的に行わ

れている科学才能教育プログラムについて発表します。理科だけでなく数学も含めて、児童

生徒の個性や能力を伸長する科学教育の新しい理論的根拠や実践的指針について議論が行

われます。 

オーガナイザー：隅田学（愛媛大学） 

発表者：○隅田学（愛媛大学） 

  ○Kimberley Chandler（Center for Gifted Education, The College of William & Mary） 

  ○二宮裕之（埼玉大学） 

  ○常見俊直（京都大学） 

  ○川勝望（筑波大学） 

指定討論者：○中山迅（宮崎大学） 

 

② テーマ：我が国のこれからの卓越性の科学教育を推進するための教育課程編成理論－新時代に求

められる科学的で創造的な科学教育課程とは何か－ 

趣旨：これまでのわが国の教育課程編成は文化遺産の継承を基本にしているが、実態は文化遺産の

受身の理解中心の教育課程編成、学力観であった。次世代には、知の創成、知の創造を前面

に打ち出した新しい教育課程編成が歴史的課題と考える。本課題研究では、科学教育に焦点

を絞り、For All から For Excellence に連なる卓越性の科学教育が目指す 21 世紀の子供た

ちに必要とされる新時代の教育課程について考えるものである。 

オーガナイザー：吉岡亮衛（国立教育政策研究所） 

発表者：○磯﨑哲夫（広島大学） 

  ○高垣マユミ（実践女子大学） 

  ○銀島文（国立教育政策研究所） 

  ○黒田恭史（仏教大学） 

  ○木村捨雄（沖縄国際大学） 

 

③ テーマ：これからの学校教育における説明・証明研究の展望 IV 

趣旨：昨年度までの本分科会において、学校数学における証明の生存可能性や証明の居場所につい
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ての議論や「構想」や「評価・改善」など我が国の現状に応じた研究の方向性についての議

論を深める中で、「学校数学における証明」をどうとらえるかが継続課題となった。そこで、

本分科会では、小学校段階での証明、証明という視点からの小学校段階から中学校段階への

接続、証明に関わる情意など、それぞれの立場から、各学校・学年段階を通して「学校数学

における証明」についての議論を交えながら、国内外でのこれまでの研究成果をふまえて、

各学校・学年段階を通して「学校数学における証明」について研究の方向性を見出すことを

目的とする。 

オーガナイザー：茅野公穂（信州大学） 

発表者：○茅野公穂（信州大学） 

  ○佐々祐之（熊本大学） 

  ○中川裕之（大分大学） 

  ○小山実紗子（信州大学大学院教育学研究科院生） 

指定討論者：○永田潤一郎（千葉県教育庁） 

 

④ テーマ：数学教育におけるテクノロジー活用の将来像の考察２－「創造性の育成のための活用」

と「基礎・基本の育成ための活用」－ 

趣旨：CAI に始まり、数学的探究のためのツールとして動的図形学習ソフトや関数ソフト、グラフ

電卓が出現して 30 年、現在はより多様化し、電子黒板、ゲーム機、デジタル教科書など授

業形態を変えるであろう ICT が出てきている。数学教育での新しい内容の提案に始まったこ

の自主課題研究であるが、本年度は、時代の複雑化多様化に対応するため、数学教育での基

礎基本の学習がテクノロジーの活用で変わるのではないかということを視野に入れ、一方で、

この複雑化している時代に生きるために必要な創造性の重要性を考え「基礎基本の育成」と

「創造性の育成」の両輪を考えていく。 

オーガナイザー：垣花京子（筑波学院大学）・渡辺信（日本数学検定協会） 

発表者：○垣花京子（筑波学院大学） 

  ○末廣聡（備前緑陽高等学校） 

  ○清水克彦（東京理科大学） 

  ○飯島康之（愛知教育大学） 

  ○渡辺信（日本数学検定協会） 

 

⑤ テーマ：数学的モデリングの授業実践を通じて、どんな力をどのように育てるか(2) 

趣旨：昨年に引き続き、数学的モデリングの授業実践における指導の在り方について検討を行う。

数学的モデリング授業では、子どもたちのどのような能力の伸長を目指し、どのような指導

が展開されているのだろうか。７月にオーストラリアで開催される、15th International 

Conference on the Teaching of Mathematical Modeling and Applications（ICTMA15）の

発表及び現地視察の報告の他、様々な教材や授業実践の事例の考察を通じて、本課題に取り

組む。 

オーガナイザー：松嵜昭雄（埼玉大学） 

発表者：○松嵜昭雄（埼玉大学） 

  ○川上貴（聖徳学園小学校） 
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  ○三井田裕樹（筑波大学附属駒場中・高等学校） 

  ○中村好則（岩手大学） 

指定討論者：○池田敏和（横浜国立大学） 

 

⑥ テーマ：小学校理科における教師教育研究を展望する 

趣旨：小学校の理科教育に注目が集められる中、小学校で理科を教える教員をめぐる現状と課題が

クローズアップされている。本課題研究では、全国調査や教員養成・現職教育に従事する理

科教育研究者、教師教育研究に従事する学習科学研究者に登壇頂き、これらの現状と課題を

踏まえて、教育研究としての理科の教師教育研究が取り組むべき研究の展望を議論する。 

オーガナイザー：野上智行（神戸大学）・山口悦司（神戸大学） 

発表者：○佐藤明子（JST 理科教育支援センター） 

  ○山本智一（宮崎大学） 

  ○吉田安規良（琉球大学） 

  ○大島純（静岡大学） 

指定討論者：○中山迅（宮崎大学） 

 

⑦ テーマ：科学技術コミュニケーションから科学教育へのアプローチング 

趣旨：科学技術コミュニケーションは今、ジャーナリズムやアウトリーチ活動、博物館などインフ

ォーマルエデュケーションを中心に台頭している。科学技術コミュニケーションの活動では

学校教育との連携が模索されてきたが、初等から高等までのフォーマルエデュケーションと

の交流がこれまで以上に活性化されるべき時期にきていると考える。このことから、フォー

マルエデュケーション関係者も数多く参加する JSSE 年会において、科学技術コミュニケー

ションから科学教育へのアプローチングという視座で多様な領域の登壇者から話題提供い

ただき、議論を深めたい。 

オーガナイザー：鈴木真理子（滋賀大学） 

発表者：○加納圭（京都大学）・水町衣里（京都大学） 

  ○田中幹人（早稲田大学） 

  ○鳩野逸生（神戸大学） 

  ○楠見孝（京都大学） 

  ○鈴木真理子（滋賀大学）・都築章子（ＮＰＯ法人 海の自然史研究所）ほか 

指定討論者：○小川正賢（東京理科大学） 

 

⑧ テーマ：初等・中等教育における統計的思考力を育成する実践研究と今後の展開へ向けて(2) 

趣旨：新学習指導要領では児童・生徒の統計的思考力を高める指導の充実が期待され、コンピュー

タなどを活用した教材開発や反復（スパイラル）を考えた指導法の開発など、すぐに取り組

まねばならない課題が山積している。小学校は本年度、中学校・高等学校は来年度からの新

教育課程本実施の時期にあたることを踏まえ、一昨年、昨年の自主企画課題研究に引き続き、

「統計指導の実態」「児童・生徒の統計的思考力の育成」「コンピュータの利用」等について

情報を共有し、今後の展開へ向けて示唆を得るものである。 

オーガナイザー：松元新一郎（静岡大学） 
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発表者：○細矢和博（東京大学教育学部附属中等教育学校） 

  ○塩澤友樹（東京都立小石川高等学校） 

  ○松島充（静岡大学教職大学院、浜松市立北小学校） 

  ○松元新一郎（静岡大学） 

 

⑨ テーマ：マンガという教育メディア III 

趣旨：3 回目の開催となる『マンガという教育メディア III』では、マンガを用いた教育の方法と

その魅力を深く掘り下げたいと思います。いうまでもなく、マンガは日本文化を代表するも

のの一つであり、娯楽としてのみならず、ビジネス書、教育書などにおいては、特に解説的

な事項の表現メディアとして広く用いられています。しかしながら、本課題研究で追究する

のは、上述のような解説書としてのマンガを教育で利用することではありません。例えば、

学校や企業など各種の教育シーンにおいて、あるときはマンガが気づきや議論を誘発させる

仕掛けとなったり、あるときは学習者がマンガという表現形式を思考の道具として用いたり

するような、そういう教育メディアとしてマンガを利用することの魅力について追究したい

と考えております。 

オーガナイザー：竹中真希子（大分大学） 

発表者：○鈴木栄幸（茨城大学） 

  ○寺野隆雄（東京工業大学） 

  ○折田明子（慶應義塾大学） 

  ○大黒孝文（同志社女子大学） 

指定討論者：○吉川厚（東京工業大学） 

 

⑩ テーマ：今後の技術教育と理数教育の関連性－レディネス・プロセス・コンテンツの観点に焦点

を当てて－ 

趣旨：本研究課題では、科学技術リテラシーの発展に向けた技術教育と理数教育との関係について、

プロセス（学習指導・学習活動）、コンテンツ（学習内容）、レディネス（学習のレディネス）

の観点から発表を行い、技術教育に理解の深い理数教育関係者との意見交換を通して、我が

国における科学技術リテラシー教育の発展に向けた議論を深めていきたい。 

オーガナイザー：大谷忠（東京学芸大学） 

発表者：○谷田親彦（広島大学） 

  ○大谷忠（東京学芸大学） 

  ○村松浩幸（信州大学） 

  ○土井康作（鳥取大学） 

  ○橋本孝之（元大阪教育大学） 

指定討論者：○長崎栄三（静岡大学）、○小林辰至（上越教育大学） 

 

⑪ テーマ：これからの統計教育の方向性(5)－新教育課程において求められる指導像について－  

趣旨：まだ十分な内容が盛り込まれているとは言い難い状況ながらも、新教育課程においては、小・

中・高等学校を通じた統計教育のカリキュラムが設置された。小学校では今年度から全面実

施、中学校ではすでに移行実施で実践が進められながらも 24 年度から全面実施、高等学校
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も 24年度からの移行実施を控えている。 

 このような状況の中で、これまでの指導実践及び研究を通して得られた知見に基づき、新

教育課程における統計教育の指導の在り方、具体策について議論し、今後の方向性を探って

いくことを本企画では目的とする。 

オーガナイザー：青山和裕（愛知教育大学） 

発表者：○青山和裕（愛知教育大学） 

  ○渡辺美智子（東洋大学） 

  ○小口祐一（茨城大学） 

  ○西仲則博（奈良教育大学附属中学校） 

  ○白井英昭（豊橋市立高豊中学校） 

 

⑫ テーマ：市民とともに学ぶ物理の実験－電磁気編－  

趣旨：市民が科学力をつけることの必要性を感じ、東京理科大学川村研究室では、市民とともに学

ぶ物理の実験教室を開催しています。この実験教室では、小学校の 3年生以上、大人のみな

さんまでに、物理実験を楽しく学んで頂いています。小学生にも、物理学の言葉で学んで頂

いています。 

 昨年度は、力学分野での実践を行い、広く社会に向けて発表しました。本年度は、電磁気

の分野での実践を継続的に行ってきています。この実践について発表します。 

オーガナイザー：川村康文（東京理科大学） 

発表者：○藤嶋昭（東京理科大学） 

  ○北原和夫（東京理科大学） 

  ○五十嵐航（東京理科大学大学院生） 

  ○渡部温（東京理科大学大学院生） 

  ○本多賢一郎（東京理科大学大学院生） 

  ○田代佑太（東京理科大学大学院生） 

  ○川村康文（東京理科大学） 

 

⑬ テーマ：博学連携の構築－「教員のための博物館の日」の広がり－ 

趣旨：学校教育において博物館を活用するためには、教員が自ら博物館を楽しみ、親しむ体験が必

要である。国立科学博物館では教員自身が自発的に博物館を楽しみ、博物館について理解を

深める機会として、平成 20 年度より「教員のための博物館の日」を実施している。本課題

研究では、「教員のための博物館の日」の取り組みを紹介するとともに、全国的に展開され

つつある本事業の可能性と課題を検討し、科学教育振興のための学校と博物館の連携の在り

方について考察する。 

オーガナイザー：小川義和（国立科学博物館） 

発表者：○小川義和（国立科学博物館） 

  ○久保晃一（国立科学博物館）・島絵里子（国立科学博物館）・岩崎誠司（国立科学博物館）・ 

   永山俊介（国立科学博物館） 

  ○奥山英登（旭川市旭山動物園） 

  ○山中敦子（蒲郡市生命の海科学館） 
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  ○高橋みどり（静岡科学館る・く・る）・長澤友香（静岡科学館る・く・る） 

指定討論者：○清原洋一（文部科学省） 

 

（4）年会実行委員会企画セッション 

・テーマ 

 ・次世代の技術教育 

・司会、登壇者、指定討論者 

 ・司会 

  ・吉川厚（東京工業大学） 

 ・演者 

  ・平出正彦（平出精密）：企業の現場の現状、若者の現状 

 ・指定討論者 

  ・寺野隆雄（東京工業大学）：大学・大学院での教育 

  ・吉田淳（愛知教育大学）：小・中・高での教育 

 

（5）一般研究 

 例年通り、発表時間は１件につき 20分（発表 15分、質疑 5分）です。 

 

（6）インタラクティブセッション 

 例年通り、ポスター発表もしくは実演紹介の形態で、研究内容についてインタラクティブにじっくり

と語り合う場です。 

 

（7）その他の企画：総会／表彰式、懇親会、若手の会など 

 

８．課題研究の申込 

（1）申込 

 課題研究の申し込みは終了しました。 

（2）原稿提出方法 

 前年までと提出方法が異なります。 

 「日本科学教育学会 年会論文集 執筆要領」に従って下さい。 

 

９．インタラクティブセッションの申込および原稿提出 

 前年までと申込方法が異なります。 

 「日本科学教育学会 年会論文集 執筆要領」に従って下さい。 

 

10．一般研究の申込および原稿提出 

 前年までと申込方法が異なります。 

 「日本科学教育学会 年会論文集 執筆要領」に従って下さい。 
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11．参加申込 

 ・Web 参加申込と参加費事前払込期間：2011 年 6 月 20 日（月）～8月 15 日（月） 

 ※発表申込・原稿提出に加えて、Web 上からの参加申込もお願いします。 

  発表申込だけですと、参加申込が行われていない状態となってしまいますのでご注意ください。 

 ※参加費および年会論文集・追加購入費は、下記の表をご参照ください。 

  参加費の事前払込割引があります。7 月 20 日までの払込がかなりお得です。 

 ※払込期限は、8月 15 日までとします。これ以降は、当日会場にて参加費をお支払いください。 

 ※参加費には、年会論文・要旨集（冊子体）1冊、年会論文集（USB メモリ）1個が含まれています。 

 ※年会論文集・追加購入費には、年会論文集（USB メモリ）1 個が含まれています。ただし、年会

論文・要旨集（冊子体）は含まれていません。 

 

 ・申込先：下記 URL からお申し込みください。 

 https://dev.faeg.jp/jsse/nenkaimenu.php 

 

 ・払込方法：下記口座に払込ください。手数料はご負担ください。 

  みずほ銀行 外苑前支店（店番号３１９） 

  口座番号 普通 １６３４８０１ 

  口座名義 日本科学教育学会第３５回年会 

 

12．懇親会 

 懇親会は原則として、Web 上からの事前申込となります。 

 当日申込も受け付けますが、定員になり次第、締め切らせて頂きます。 

 ・日時：8 月 24 日（水）17：30～19：30 

 ・会場：すずかけ台生協３Fラウンジ 

 ・懇親会費：次ページの表をご参照ください。 

 ・申込先：参加申込とあわせて、Web 上からお申し込みください。 

 ・払込方法：参加費とあわせて払込ください。 

 

13．年会企画委員会 

 

委員長：山口悦司（神戸大学） 

副委員長：加藤浩（放送大学）、谷塚光典（信州大学） 

幹事：松浦拓也（広島大学） 

委員（五十音順）：青山和裕（愛知教育大学）、加藤久恵（兵庫教育大学）、清水克彦（東京理科大学）、

大黒孝文（同志社女子大学）、寺野隆雄（東京工業大学）、茅野公穂（信州大学）、寺田光宏（岐阜

聖徳学園大学）、東原貴志（上越教育大学）、二見尚之（湘单工科大学）、松嵜昭雄（埼玉大学）、 

三崎隆（信州大学）、森田裕介（早稲田大学）、吉川厚（東京工業大学）、渡辺雄貴（首都大学東京） 

担当理事：佐伯昭彦（鳴門教育大学）、高藤清美（筑波学院大学） 

 

 



－ 13 － 

 

 

 

 

■ 用紙サイズ 

 Ａ４版用紙縦向きで作成してください。ワープロ書きを原則とします。 

 

■ ページ数 

 企画により、ページ数が異なります。 

 指定のページ数と異なるものは受付しませんので、提出前に必ずご確認ください。 

 ＜一般研究＞：2ページ 

 ＜課題研究＞：発表 1件あたり 4ページまたは 2ページ 

 ＜インタラクティブセッション＞：2ページ 

 ＜その他の企画＞：企画責任者の指示に従ってください。 

 

■ フォーマット 

 フォーマットについては、執筆例（Word ファイル）を参照してください。 

 執筆例は、年会 Web からダウンロード頂けます。 

 

種別
7月20日

までに払込
8月15日

までに払込
当日

一般会員 ¥6,000 ¥6,500 ¥7,000

学生会員 ¥4,000 ¥4,500 ¥5,000

一般非会員 ¥8,000 ¥8,000 ¥10,000

学生非会員 ¥6,000 ¥6,500 ¥7,000

年会論文集・追加購入費
※追加購入費には，年会論文
集（USBメモリ）1個が含まれ
ています．ただし，年会論
文・要旨集（冊子体）は含ま
れていません．

種別関係なく ¥2,500 ¥2,500 ¥3,000

一般会員 ¥4,500 ¥5,000 ¥6,000

学生会員 ¥3,000 ¥3,000 ¥5,000

一般非会員 ¥5,000 ¥6,000 ¥6,000

学生非会員 ¥5,000 ¥6,000 ¥6,000

参加費
※参加費には，年会論文・要
旨集（冊子体）1冊，年会論
文集（USBメモリ）1個が含ま
れています．

懇親会費

日本科学教育学会 年会論文集 執筆要領 年会企画委員会 
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◎著者 

 ・著者が連名の場合は、登壇者名の前に○印をつけてください。 

 ・著者の所属が異なる場合、各著者の氏名と勤務先の右肩に*,**,････ や A,B,C,････ などを付

して、対応させてください。 

◎段組 

 2 段組による作成、段落なしによる作成のいずれでも結構です。 

 （執筆例（Word ファイル）は 2段組になっています） 

 次の文字数・行数を目安にしてください。 

 ・2段組の場合：1段あたり 20文字×40 行 

 ・段落なしの場合：42文字×40行 

◎文字サイズ 

 極小文字の使用はさけてください。 

◎フォント 

 Windows または Mac に標準で搭載されているものだけを使用してください。 

 それ以外を使うと、文字化けが起こり正常に表示・印刷されませんので注意してください。 

 

■ ファイル形式 

 PDF のみです。他のファイル形式での提出は受け付けません。 

 Word 形式も受け付けませんので、ご注意ください。 

 他のファイル形式で原稿を作成した場合は、必ず PDF に変換してください。 

 

◎PDF の留意事項 

 ・PDF 作成時に、図表やキャプションの位置が意図しない場所に移動することがあります。作成

した PDF を印刷してチェックしたのち、投稿して下さい。 

 ・PDF にフォントが埋め込まれているか自信がない場合には、一般的なフォント、文字コードを

利用して下さい。文字コードによっては、検索できない場合もあります。 

 ・提出していただいたファイルの書式や文字化け等のチェック作業は、年会企画委員会ならびに

年会実行委員会では行いません。 

 

■ 提出期間 

 2011 年 6 月 20 日（月）0:00～2011 年 7 月 1日（金）23:59 

 

■ 提出方法 

 企画により、提出方法が異なります。 

 ＜一般研究＞ 

  申込者が直接、下記 URL からアップロードしてください。 

 ＜課題研究＞ 

  オーガナイザーまたは企画責任者がとりまとめて、下記 URL からアップロードしてください。 

 ＜インタラクティブセッション＞ 

  申込者が直接、下記 URL からアップロードしてください。 
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 ＜その他の企画＞ 

  企画責任者の指示に従ってください。 

 

■ 原稿アップロード URL 

 https://dev.faeg.jp/jsse/nenkaimenu.php 

 

■ 原稿アップロードに際しての留意事項 

 

◎発表題目、著者名、所属 

  原稿アップロードの際に、Web 上で、発表題目、著者名、所属をご記入頂きます。ご記入頂い

た内容が、そのまま、日本科学教育学会年会論文・要旨集、年会 Web などに反映されます。原稿

と同一内容であるか、間違いがないかを必ずご確認ください。チェック作業は、年会企画委員会

ならびに年会実行委員会では行いません。 

◎研究概要 

  100 字以上、300 字以内で、研究概要を記入ください。ご記入頂いた内容が、そのまま、日本

科学教育学会年会論文・要旨集、年会 Web などに反映されます。原稿と同一内容であるか、間違

いがないかを必ずご確認ください。チェック作業は、年会企画委員会ならびに年会実行委員会で

は行いません。 

◎著者全員のメールアドレス 

  電子版論文集の電子キー発行、参加登録状況などの管理などのため、著者全員のメールアドレ

スが必要となります。原稿アップロードの際に、Web 上でご記入ください。 

◎参加申込 

  発表申込・原稿提出に加えて、Web 上からの参加申込もお願いします。 

  発表申込だけですと、参加申込が行われていない状態となってしまいますのでご注意ください。 

 

■発表資格・発表可能件数 

 一般研究、インタラクティブセッションの登壇者は会員でなければなりません。 

 発表可能な件数は、課題研究、一般研究、インタラクティブセッション、それぞれ 1件ずつです。そ

の他の企画は別扱いです。 

 

■ 執筆内容に関する留意事項 

 原稿執筆にあたっては、次の要件を満たすように心がけてください。 

・研究領域：日本科学教育学会の会員が関心を持つ研究領域の研究である。 

・主題または問題の所在：問題の所在が明快である。 

・研究の背景：関連研究、依拠する理論、関連する実践等によって、研究の背景が明示されている。 

・研究の方法：研究の方法論、手順、計画などが適切で、それらが明示されている。 

・結果と知見：得られた結果、知見、アイデア等が明示されている。  

・結論：問題の所在に即した結論や課題が明示されている。 
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 年会の初日の夜に、若手同士のネットワークづくりを目的として、お互いの興味・関心や今後の展望

を語るという会合を企画しました。 

 今年は、8/23（火）です。全国の科学教育関係者が集まる年に 1度の機会を利用して、お互いの興味・

関心や今後の展望を語り合いましょう。 

 年齢制限はございません。「若手」とは、あくまでも「自称の若手」です。「自分はまだまだ元気だ」

「自分はバリバリ活躍するぞ」という方々が、この会合の対象者です。 

 学会の非会員の方も参加できます。年会に参加予定の方、どうぞご参加ください。 

 若手の会に参加したら、翌日からの年会がさらにエンジョイできるはずです。 

 多数のみなさまの参加をお待ちしています。 

 

■月日 

 2011 年 8 月 23 日（火）（年会の初日です） 

 

■時間 

 18 時開始～20時終了予定 

 

■場所（予定） 

 弥太郎あざみの店(東急田園都市線 あざみ野駅) 

 

■会費（予定） 

 7,000 円 

 

■参加資格 

 制限はございません。 

 自称「若手」であれば、どなたでも参加できます。 

 また、学会の非会員の方も参加できます。 

 

■参加申込 

 事前申込制です。 

 なお、下記の点にご注意ください。 

 （1）会場手配などの都合上、下記の申込期間以外の受付は、原則としていたしません。 

 （2）申込後のキャンセルは、8月 10 日（水）までとします。 

 （3）8 月 10 日以降のキャンセルや当日欠席の場合、会費を請求させて頂く場合があります。 

 

■申込期間 

 2011 年 5 月 17 日（火）～7月 22 日（金） 

 

若手の会 8/23（火）の夜に、あざみ野駅に集いましょう 



－ 17 － 

■申込方法 

 下記の申込フォームに記入の上、 

 katohi@hyogo-u.ac.jp 

 までお申し込みください。 

 

-----------------（ここから） 

【申込フォーム】 

 

氏名： 

氏名ふりがな： 

所属： 

メールアドレス： 

 

申込先：katohi@hyogo-u.ac.jp 

-----------------（ここまで） 

 

■第 35 回年会「若手の会」企画担当委員 

 青山和裕（愛知教育大学）kaoyama@auecc.aichi-edu.ac.jp 

 加藤久恵（兵庫教育大学）katohi@hyogo-u.ac.jp 

 

 

 新しい国際交流委員会が構成されました。 

委員長：熊野善介（静岡大学）  

副委員長：宮崎樹夫（信州大学） 

委員：高橋みどり（静岡科学館る・く・る）・人見久城（宇都宮大学）・三宅志穂（神戸女学院大学） 

国際担当理事：小山正孝（広島大学）・隅田学（愛媛大学） 

 

 

「科学教育研究」の編集状況報告 
 

査読状況 

１．新規投稿論文（2011.3.11～2011.5.20）：13 編（内訳：和文 13編、英文 0編） 

２．査読中論文（5 月 20 日現在）：20 編（内訳：6 編：1 回目、3 編：2 回目、3 編：担当編集委員によ

る総合判定中（1回目）、6編:再投稿待ち、1 編：担当編集委員による総合判定中（2 回目）、1 編：

編集委員長による最終判定中 

３．掲載決定論文（5 月 20 日現在）：16 編（内訳：研究論文 11 編、招待論文 3 編、資料 1 編、プラザ 1

編（35-2：15編、35-3：1編）） 

（平成 23 年 5月 20 日現在） 

国際交流委員会からのお知らせ 

編集理事会だより 
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ＵＲＬ： http://www.jsse.jp       

□事務局  愛知教育大学 理科教育講座 内 

□事務支局（入退会･会費･学会誌発送関連）   ＴＥＬ：075-415-3661  ＦＡＸ：075-415-3662 

                      E-mail：jsse＠nacos.com 
        中西印刷(株) 学会部 内  〒602-8048 京都市上京区下立売通小川東入ル 

□編集事務局（論文投稿・査読編集）      ＴＥＬ：075-415-3155  ＦＡＸ：075-417-2050 

                      E-mail：jsse-hen＠nacos.com 
        中西印刷(株) 学会部 内  〒602-8048 京都市上京区下立売通小川東入ル 

 郵便振替口座：00170-6-85183 日本科学教育学会 

 銀 行 口 座：みずほ銀行 京都中央支店 普通 2269008 日本科学教育学会 

 

 

 

 

 

 

 

 日本科学教育学会        Japan Society for Science Education 

広報委員会からのお知らせ  
 科学教育研究レター第 203 号をお送りいたします。前号までは、Ｂ５版型冊子として刊行されてい

た時期の体裁を引き継いできましたが、電子化（Web 上での公開）から一定期間が経過したことを踏ま

え、今回からＡ４版型に変更するとともに、左右余白も対称にしました。お気づきの点などございま

したら、学会 Web サイトにある「お問い合わせ」（Web メール）をご利用のうえ、お知らせください。 

 担当理事：荻原 彰（三重大） 久保田善彦（上越教育大）  

 委  員：隅田 学（愛媛大）     土田 理（鹿児島大）  藤岡達也（上越教育大) 

   二見尚之（湘单工科大）  美馬のゆり（はこだて未来大） 

       谷塚光典（信州大）    渡辺政隆（科学技術振興機構） 

  幹  事：茅野公穗（信州大）    福井智紀（麻布大） 

 
科学教育研究レター編集・印刷 日本科学教育学会広報委員会 


